
新規事業採択時評価結果（平成２９年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
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延長  ７．２ｋｍ 

事業概要  

真室川雄勝道路は、東北中央自動車道の一部を構成する道路で、山形県最上郡真室川町大字及位から秋田県

湯沢市上院内に至る延長７．２ｋｍの自動車専用道路である。（東北中央自動車道は、福島県相馬市から秋田

県横手市に至る延長２６８ｋｍの高規格幹線道路であり、これまでに１０２ｋｍが供用している。） 

事業の目的、必要性  

当該区間の整備により、不定期に頻発する雪崩や落雪予防作業による交通機能低下が改善され雪に強いネッ

トワークが構築されるとともに、信頼性の高い道路ネットワークが延伸されることで、速達性や定時性が確保

され、地域連携強化による周遊観光を支援する。 

全体事業費 約２４７億円 計画交通量  約６，２００台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【秋田県知事】 予算化に同意する。産業の発展や観光の振興に大きく寄与するとともに、災害時における代

替機能を有する重要な路線である。 

【山形県知事】 予算化に同意する。物流や観光の大動脈としての機能や、災害時におけるリダンダンシーの

機能を有する重要な路線である。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 

 
事業採択の前提条件  

■費用対便益  ： 便益が費用を上回っている。 

■手続きの完了 ： 計画段階評価手続き完了（Ｈ２７．１） 

 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ 
１．６ 

（１．４） 

総費用 ６９１億円 総便益 １，１０１億円 基準年  

事 業 費： ５８１億円 

維持管理費： １１０億円 

 

走行時間短縮便益： ８７３億円 

走行経費減少便益： １４５億円 

交通事故減少便益：  ８３億円 

平成２８年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.4  (交通量     －10％) B/C＝1.8  (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.5  (事業費変動  ＋10％) B/C＝1.7  (事業費変動  －10％) 

事業期間変動 B/C＝1.5  (事業期間変動＋20％) B/C＝1.8  (事業期間変動－20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ

の
影
響 

渋滞対策 ◎ 
積雪による車道幅員の減少や路面状況の悪化による渋滞区間を回避する 

・主要渋滞箇所の回避 

【現況】 主要渋滞箇所 １区間 ⇒【整備後】 0区間 

事故対策 － 注目すべき影響はない 

歩行空間 － 注目すべき影響はない 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 － 注目すべき影響はない 

地域経済 ◎ 
地域連携強化により冬期周遊観光を支援する 

・インバウンド観光の推進（外国人のべ宿泊者数） 

【現況】秋田県6.0万人泊、山形県7.6万人泊⇒【整備後】秋田県10万人泊、山形県18万人泊 

災 害 ◎ 

現道の雪害箇所等を回避し、緊急時の避難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワー

クが形成される 

・雪崩・落雪予防作業による片側通行規制時間 

【現況】片側通行規制時間 年158時間 ⇒【整備後】 年0時間 

環 境 － 注目すべき影響はない 

地域社会 ◎ 

速達性、定時性の確保、広域迂回の解消により、冬期の走行環境が改善され、山形県、秋田県

間の生活・産業を支援する 

・速達性の向上（新庄市～湯沢市） 

【現況】通常期62分、冬期69分 ⇒【整備後】 通常期48分、冬期50分 

・広域迂回の解消（新庄市～湯沢市） 

【現況】広域迂回時115km、120分 ⇒【整備後】 真室川雄勝道路利用60km、48分 

事業実施環境 ○ 整備に対する要望が強い 

 

採択の理由 
費用便益比が一体評価で１．６、個別評価で１．４と便益が費用を上回っているとともに、計画段階評価手続

きが完了し、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、災害時（雪崩等）における代替性の確保、冬期周遊観光支援等、当該事業の整備の必要性・効果は高い

と判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
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担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：川崎 茂信      

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※Ｂ／Ｃの上段の値は新庄ＩＣ～横手ＪＣＴを対象とした場合、下段（  ）書きの値は事業化区間を

対象にした場合の費用便益分析結果 
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新規事業採択時評価結果（平成２９年度新規事業化箇所） 

事業評価結果（防災機能） 

事業の必要性  

当該区間の整備により、不定期に頻発する雪崩や落雪予防作業による交通機能低下が改善され、雪

に強いネットワークが構築されるとともに、信頼性の高い道路ネットワークが延伸されることで、速

達性や定時性が確保され、地域連携強化による周遊観光を支援するものである。 

評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・当地域は、全域が特別豪雪地帯に指定

される東北有数の豪雪地帯 
・当区間は東北管内で 112 号月山に次

ぎ、雪崩・落雪予防作業の交通規制等を

実施しており、移動時間の遅れやばらつ

きが発生（年間 52 回、延べ 158 時間発

生） 
・平成 27 年 2 月には、雪崩の発生によ

り県境部の国道 13号が 63 時間にわたり

通行止めとなった 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・東日本大震災後、国土全体の強靱性を確保する上

で、日本海側と太平洋側の連携を強化し、ネットワー

クの代替性・多重性の確保を図りつつ、日本海・太平

洋両面を活用することの重要性が再認識された。 
・このため、日本海側における高速道路を始めとした

高規格幹線道路等のミッシングリンクの解消、「復興

道路」及び「復興支援道路」の整備等、ネットワーク

の形成等を通じて、日本海側と太平洋側の２面をフ

ル活用する。 

住民生活 

・通常期の新庄市～湯沢市間の移動時間

は平均 62 分だが、冬期は旅行速度の低

下により、平均 69 分と移動に時間を要

する 
・移動時間のばらつきは通常期の 2 分に

対して冬期には 15 分と拡大し、幹線道

路の信頼性が低下 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・東北圏においては、東北圏特有の地勢や冬期間を含

めた厳しい自然環境等が都市の連携や交流を阻害す

る要因となっており、圏域内外の交流や人々の暮ら

しに大きな影響を与えている。 
・投資効果を最大限発揮するため、ミッシングリンク

の解消等を進め、日本海側と太平洋側が連携した格

子状骨格道路ネットワークの強化を図る。 

地域経済・ 

地域社会等 

・秋田県は冬期観光が低迷しており、近

隣県と連携し、冬の魅力をテーマとした

観光誘客に取り組んでいるが、主要な経

路である国道 13 号は、冬期の定時性が

確保できず、旅行行程の遅延に懸念 

※東北圏広域地方計画（H28.3） 
・豊富な観光資源が集積する主要観光地を結び、県域

を越えた交流圏域を創出するため、県境をまたぐ広

域幹線道路等の整備を推進する。 

その他   
 
事業の有効性  

・当該区間の整備により、主要拠点間のリンクの評価がＤランク→Ｂランクに改善するとともに、災害

時の不通リンクの解消により、ネットワーク全体の防災機能が強化される。 
・また、雪に強いネットワークが構築されるとともに、信頼性の高い道路ネットワークが延伸されるこ

とで、地域連携強化による周遊観光を支援するなど、有効性の高い事業と評価する。 
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(０．０１) 

０．７８ 
 

(０．６７) 
◎ 

 
事業の効率性  

・計画段階評価手続き完了（Ｈ２７．１） 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は新庄ＩＣ～横手ＪＣＴを対象とした場合、 

下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 


